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研究成果の概要（和文）：本研究では、(１)アメリカ議会図書館・公文書館に所蔵される地理資料の調査・閲
覧・複写、(２)収集した地理資料の加工と判読による環境復原と土地被覆分類、(３)現地調査によるエチオピア
南部諸社会の生業・土地利用動態の把握、を段階的に実施することによって、これまで把握されていなかったエ
チオピア南部の広域にわたる長期の環境変化を地図化・定量化するとともに、環境変化のプロセスを人びとの行
動メカニズムとして説明することを試みた。

研究成果の概要（英文）：This study elucidated long-term dynamics of land cover / land use in 
Southern Ethiopia by mapping the process of land use and land cover change as well as by explaining 
behavioral mechanism of various actors, through conducting (1)research and data collection of 
geographic data archived in Library of Congress and National Archives and Records Administration in 
USA, (2)past land classification and environmental reconstruction by processing geographic data 
collected at LC and NARA, (3)clarifying political economy and land use dynamics among societies in 
Southern Ethiopia through field survey and data analysis.

研究分野：人文地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
エチオピア南部低地における近現代の環境史的研究は、過去に遡及して精密な環境復原をするための資料がきわ
めて乏しいため、未開拓の分野であったといえる。本研究は、米国立公文書館と議会図書館に収蔵されている地
理資料を活用し、これをGIS・写真測量システムを用いて図化・解析することにより、これまで空白であった
40-60年代のエチオピア南部の土地被覆・土地利用の復原を広範囲におこない、環境史研究にあらたな知見と研
究展望を提供することを試みたものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者はこれまで、エチオピア南西部の低地森林において焼畑移動農耕を生業として生
活してきた集団（マジャンギル）の定点観測を 20 年以上続け、ライフヒストリーデータの集積
を通じて、20世紀初頭以降現在にいたる人口動態・集落動態・森林環境変化のプロセスを解明
してきた。その結果、焼畑が人口圧によって持続性を失うという従来通説として頻繁に用いら
れていた説明モデルは現実には起こりがたいこと、そして実際にはエチオピア中央政府の政策
による定住化や高地からの牛犂を用いて集約的畑作農耕をおこなう移民の流入によって、2000
年以降に森林減少が急速にすすんでいることが明らかになった。 
 エチオピアの近現代における環境動態については、環境史学者の James MacCann が、主にエ
チオピア高地における文献研究によって、集約的農耕の拡散によって 19 世紀以降現在までの間
に耕地の拡大と森林減少が進行したことを指摘している（MacCann 1995;1999）。これらはエチ
オピア近現代の土地被覆動態に関する重要な研究成果であるが、実証的に検討された対象範囲
は限定的であり、その一方でエチオピアの森林は南部の低地においても大幅に減少したという
推定が、エチオピア政府や国際機関においてなされている。 
 エチオピア南部低地における近現代の環境史的研究が未開拓の分野であるのは、過去に遡及
して精密な環境復原をするための資料がきわめて乏しいことが大きな理由である。研究代表者
はこれまで焼畑民マジャンギルという小規模集団の環境利用動態を、主に聞き取りを長期間集
積することによっておこなってきた。しかし、2013 年にアメリカ合衆国で資料調査をおこなっ
た際に、議会図書館（Library of Congress）と公文書館（National Archives II）に 1940〜
60 年代における複数時期の空中写真と、80年代に写真測量によって作成されたエチオピア全土
の旧版地形図が所蔵され、利用可能であることを発見した。これらのほとんどはこれまでエチ
オピア環境史研究に利用された形跡のない、未利用の資料である。これを GIS・写真測量シス
テムを用いて図化・解析することにより、これまで空白であった 40〜60 年代のエチオピア南部
の土地被覆・土地利用の復原を広範囲におこなうことができ、これに 2000 年以降の高解像度衛
星データをあわせて用いることで、エチオピア南部の近現代における長期の環境動態を復原し、
定量的な変化の把握をすることができると考えた。 
 エチオピア南部の特徴は、森林・サバンナがモザイク状に分布するとともに、そこに数十の
小規模な民族集団が多様な生業を営み住み分けていることである。現地で広域調査を実施し、
各集団の現代史的イベントを把握し、それを上記の方法で復原した各時期の土地被覆・土地利
用と重ね合わせることにより、環境変化を集団ごとの行動の集積として説明できると考えた。
これは研究代表者がマジャンギルという小集団についておこなってきた方法を準拠枠として、
エチオピア南部という広域の動態を解明しようとする試みである。以上が本研究の着想に至っ
た経緯である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、エチオピア南部の広域にわたる長期の環境変化を、未利用の地理資料を用いて地
図化・定量化するとともに、現地社会の現代史的事実の集積によって環境変化を人びとの行動
メカニズムとして説明することを目的とする。具体的には以下の３点から構成される。 
(１)アメリカ議会図書館・公文書館に所蔵される地理資料の調査・閲覧・複写 
(２)地理資料の加工と土地被覆分類 
(３)エチオピア南部諸社会の生業・土地利用史の把握 
 
３．研究の方法 
(１)アメリカ議会図書館・公文書館に所蔵される地理資料の調査・閲覧・複写 
 ワシントン DC にあるアメリカ議会図書館の地図室には、1980 年代に測量・作成されたエチ
オピア全土の 5 万分の１地形図が収蔵されており、それに加えてイギリス軍が作成した 1930
年代のエチオピア南部の一部地域における 5万分の１地形図も確認している。一方、ワシント
ン郊外（メリーランド州）の国立公文書館の地図写真収蔵室には 1940 年代、60 年代の米軍撮
影空中写真が所蔵されており、これら（ネガフィルム）を室内でカメラやスキャナーを用いて
複写することができる。以上の資料を現地で複写し、デジタルデータとして収集する。 
 
(２)地理資料の加工と土地被覆分類 
 上記によって収集したデータを重ね合わせが可能な GIS データとして加工する。空中写真は
写真測量システムを用いてオルソモザイク化（正射影写真化）する。旧版地形図と 2000 年代の
衛星データもあわせて座標変換し、各時期の重ね合わせができるように加工する。以上の作業
をおこなった上で、目視判読によって土地被覆・土地利用分類をおこない、各時期の森林、耕
地、集落をポリゴンデータとして抽出する。 
 
(３)エチオピア南部諸社会の生業・土地利用史の把握 
 エチオピア南部の広域調査を実施し、異なる生業をおこなう複数の民族集団の 20 世紀以降の
環境史に関するイベントヒストリーデータを収集する。調査はガンベラ州、南部諸民族州、オ
ロミア州の主要な町を拠点として実施する。 
 



４．研究成果 
(１)ワシントン DC におけるアーカイブ調
査では、まず議会図書館において①1980 年
代に作成されたエチオピア南部の5万分の
１地形図を閲覧し、同館に設置されている
大型スキャナーを使用してスキャンデー
タを取得し、さらに②1930 年代のイギリス
作成による地形図も同様の作業によって
データを収集・保存した。そして NARA（米
国立公文書館）では、1940 年代および 1960
年代の米軍撮影空中写真のフィルムを閲
覧し、これを同館内で写真撮影することに
よって複写し、デジタルデータ化して収
集・保存した。さらに NARA においては、
アフリカ全域における標定図デジタルデ
ータを入手することもできた。このデータ
は、NARA に所蔵されている全ての空中写真
の撮影範囲や日付、撮影主体などの情報を、
緯度経度１度ずつに区切られた標定図に
記したものである。取得した標定図デジタ
ルデータを、緯度経度１度ごとのフォルダ
に格納するとともに、緯度経度１度の GIS
メッシュポリゴンを作成してフォルダに
リンクさせ、アフリカの各地域において、
どの時期の写真がどの程度存在するかを
瞬時に検索できるシステムの構築を試み
た（発表論文①、図１）。このシステムは
現在構築を進めており、完成後はウェブ GIS によって公開し、空中写真を用いた環境復原研究
の促進に役立てる予定である。 
 
(２)(１)で取得した空中写真および地
形図のジオリファレンス作業を進め、エ
チオピア南部各地域の環境復原研究の
準備をおこなった。その後、森林、サバ
ンナ、川辺林、氾濫原、山岳地帯など、
異なる環境ごとにサンプル地区をとっ
て、土地利用・植生分類図を作成、空中
写真撮影当時の集落・農地・森林・草原
の分布を復原した（図２）。さらに、同
地区において、1980 年代以降 2010 年代
までの LANDSAT データを用いて、上記カ
テゴリーの土地利用・土地被覆の経年変
化の把握を試みた。エチオピア南部各地
において、1980 年代に社会主義政策によ
る集住化（villagization）がおこなわ
れていたことが知られている。したがっ
て、1980 年代前後の変化が大きいことが
予想されたが、経年変化の比較の結果、
それよりも 2000 年以降の土地被覆変化
が著しいことがわかった。2000 年以降は、政府主導による大規模な農地開発がおこなわれると
ともに、政府の政策によって高地から南部低地への移民が進められた時期である。社会主義時
代も高地から低地への移住（resettlement）政策がおこなわれたが、2000 年以降の現政権下に
おける移民がはるかに大規模であることが明らかになった。 
 
(３)(２)で明らかになった 2000 年以降の変化の実態とメカニズムを明らかにするために、調査
地を森林地域（ガンベラ州・メンゲシ地区）に絞った上で、２度の現地調査を実施した。調査
で着目したのは、①在来の人々が環境をいかに認知し、それが持続的利用にどのように結びつ
いているのか、②移民との混住化がどのように進行し、在来の人々と移民とはどのような関係
におかれているのか、③政府や企業による農地開発がどのように進行しているか、④以上が実
際に土地被覆にどのように表れているか、というものであった。①に関して、ユネスコ生物圏
保護区に指定されたメンゲシ地区の森（majang forest）において、焼畑とともに森林産物の採
集・狩猟活動をおこなってきた人々に森の植物認知・利用の個人別テストを実施しスコアを分
析した結果、子供の成長の過程で森の植物に関する高度な知識を獲得するプロセスが明らかに

図１ 標定図分布の GIS表示 

（経緯度１度メッシュに 

標定図枚数を表示したもの） 

図２ 集落・森林・草原の土地被覆分類例 



なり、それらの深い知識が森の持続的利用の基盤となっていることが示唆された（学会発表④
⑤⑥⑦）。一方②に関して、2000 年以降にエチオピア政府の政策による影響を受けた高地から
の移民が増加し、伝統的に森を利用してきた人々との混住化が進んだ結果、土地の取得を目的
とする移民との違法な交渉による土地売買が進み、過剰な農地開拓によって森林減少が進行し
ている現状が明らかになった（発表論文③、学会発表②）。③に関しても同様に、2000 年代以
降、現地の伝統的利用者の許可を得ない政府・企業による農園開発によって森林減少が引き起
こされている複数の事例が明らかになった。④に関しては、現地調査と併行して 2010 年代の高
解像度衛星データから森林減少の状況を追跡した。なお現地調査の結果明らかになったことと
して、政府・企業による土地収奪の対象となっているのは主に焼畑休閑林や放牧地であるとい
うことであった。一方で焼畑民はそのような土地収奪への対抗措置として、休閑林を伐採して
コーヒー栽培を拡張する行動をとる傾向がある。土地収奪に対抗するために森林を伐採する行
動は、今日の森林減少を促すメカニズムとして重要なものと考えられ、サハラ以内アフリカに
おいて広くみられる現象とも予測される。今後はさらに調査を続け、類似の現象の実態を把握
するとともに、このような悪循環を停止させるための方策を検討する必要がある。 
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